
奈
良
県
住
宅
宿
泊
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日

奈
良
県
知
事

荒

井

正

吾

奈
良
県
規
則
第
六
十
三
号

奈
良
県
住
宅
宿
泊
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
住
宅
宿
泊
事
業
法
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
六
十
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
及
び
奈
良
県
住
宅
宿
泊
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
に
関
す
る
条
例
（
平
成
三
十
年
三
月
奈

良
県
条
例
第
六
十
五
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の

と
す
る
。

（
届
出
書
に
添
付
が
必
要
な
書
類
）

第
二
条

法
第
三
条
第
二
項
の
届
出
書
に
は
、
条
例
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
公
表
を
承
諾
す
る
旨
を
記

載
し
た
書
面
そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
住
宅
宿
泊
事
業
の
実
施
の
制
限
に
係
る
要
件
等
）

第
三
条

条
例
第
二
条
の
規
則
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

一

法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
住
宅
宿
泊
管
理
業
務
の
委
託
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
又
は
同

項
た
だ
し
書
に
該
当
す
る
こ
と
。

二

届
出
住
宅
に
係
る
住
宅
宿
泊
管
理
業
務
を
行
う
住
宅
宿
泊
管
理
業
者
の
営
業
所
又
は
事
務
所
（

当
該
住
宅
宿
泊
管
理
業
務
に
従
事
す
る
者
が
当
該
届
出
住
宅
で
あ
る
家
屋
、
当
該
届
出
住
宅
と
同

一
の
建
築
物
内
若
し
く
は
敷
地
内
に
あ
る
家
屋
又
は
当
該
届
出
住
宅
と
隣
接
し
て
い
る
家
屋
に
常

駐
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
家
屋
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
当
該
届
出
住
宅
ま
で
の
距

離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
こ
と
。

三

当
該
営
業
所
又
は
事
務
所
に
お
い
て
二
人
以
上
（
前
号
括
弧
書
に
規
定
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

一
人
以
上
）
の
者
が
同
号
の
住
宅
宿
泊
管
理
業
務
に
常
時
従
事
し
て
い
る
こ
と
。

四

当
該
営
業
所
又
は
事
務
所
に
お
い
て
第
二
号
の
届
出
住
宅
に
係
る
住
宅
宿
泊
管
理
業
務
に
従
事

す
る
者
及
び
当
該
届
出
住
宅
の
宿
泊
者
が
通
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
器
を
設
置
し
て
い
る
こ

と
。

２

条
例
第
二
条
第
一
号
の
規
則
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
と
す
る
。

一

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
学
校
（
大
学
を
除
く
。



以
下
「
学
校
」
と
い
う
。
）
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供

の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど
も
園
（
以
下
「
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
」
と
い
う
。
）

二

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
育
所
（

以
下
「
保
育
所
」
と
い
う
。
）

３

条
例
第
二
条
第
一
号
の
規
則
で
定
め
る
区
域
は
、
区
域
内
に
旅
館
業
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第

百
三
十
八
号
）
第
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
旅
館
業
を
営
む
者
に
係
る
営
業
の
施
設
が
所
在
す

る
場
合
に
お
け
る
当
該
区
域
と
す
る
。

４

条
例
第
二
条
第
一
号
の
規
則
で
定
め
る
期
間
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
施
設
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

当
該
各
号
に
掲
げ
る
期
間
と
す
る
。

一

学
校
教
育
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
三
百
四
十
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す

る
公
立
の
学
校

同
項
の
規
定
に
よ
る
休
業
日
の
前
日
の
正
午
か
ら
当
該
休
業
日
の
翌
日
の
正
午

ま
で
の
期
間

二

前
号
に
掲
げ
る
学
校
以
外
の
学
校

当
該
学
校
の
学
則
が
定
め
る
休
業
日
の
前
日
の
正
午
か
ら

当
該
休
業
日
の
翌
日
の
正
午
ま
で
の
期
間

三

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

当
該
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
休
業
日
の
前
日
の
正
午
か

ら
当
該
休
業
日
の
翌
日
の
正
午
ま
で
の
期
間

四

保
育
所

当
該
保
育
所
の
休
業
日
の
前
日
の
正
午
か
ら
当
該
休
業
日
の
翌
日
の
正
午
ま
で
の
期

間
（
住
宅
宿
泊
管
理
業
者
か
ら
交
付
さ
れ
る
書
面
の
記
載
事
項
）

第
四
条

条
例
第
三
条
第
二
項
の
規
則
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

当
該
住
宅
宿
泊
管
理
業
者
の
営
業
所
又
は
事
務
所
の
所
在
地
及
び
そ
の
緊
急
時
の
電
話
番
号
そ

の
他
の
連
絡
先

二

当
該
営
業
所
又
は
事
務
所
に
お
い
て
住
宅
宿
泊
管
理
業
務
を
実
施
す
る
た
め
の
人
員
そ
の
他
の

体
制
（
前
号
の
住
宅
宿
泊
管
理
業
者
が
住
宅
宿
泊
管
理
業
務
の
再
委
託
を
行
う
場
合
に
お
け
る
再

委
託
先
の
人
員
そ
の
他
の
体
制
を
含
む
。
）
の
概
要

三

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項

（
知
事
が
公
表
す
る
事
項
）

第
五
条

条
例
第
四
条
第
四
号
の
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
旅
行
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百

三
十
九
号
）
第
六
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
旅
行
業
者
又
は
住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
が
法
第
二
条
第



八
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
す
る
に
際
し
て
行
う
広
告
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
の
う
ち
知
事
が
必

要
と
認
め
る
事
項
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
六
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。
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